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教科・領域等 〔国語〕 

11 「対話的な学び」を視点とした授業改善の実践 

 

 

 

 

 

 

 

実践学校 Ｓ中学校 

実践学年 １学年  

実践時期 10 月中旬  

単元名 「自分の気に入った絵画作品の鑑賞文を書こう」  

学習指導要領との関連 ： B 書くこと （１）ウ，エ，オ  

 

〇 Ａ先生は単元を構想する際，

生徒が根拠を明確にしながら文章

の構成や表現の仕方を工夫できる

ことを目指しました。そこで，導

入の段階で，根拠にした部分を付

箋に書いて整理する場面を位置付

けたり，展開の中で，絵画作品を

鑑賞する観点が根拠に結びつくこ

とを確認して，鑑賞文のモデル文

の工夫を共有する場面を位置付けたりしました。Ｂくんは，手前に大きく波

が描かれ，その背景に富士山が小さく描かれている『神奈川沖浪裏』（葛飾

北斎）を選び，自分が感じた魅力を鑑賞文にしていきました。Ａ先生は，子

供が相手を意識して鑑賞文を推敲するための観点を子供に投げかけました。

子供からの「根拠がしっかりしていないと魅力が伝わらない」や「魅力がき

ちんと伝わったのか聞いてみたい」という声を基に観点を整理して全体で共

有しました。その中から「魅力が読み手に伝わるように根拠が明確になって

いるか」という観点を踏まえ，互いの下書きを読み，助言し合う場面を位置

付けました。 

 

〇 第５時の授業です。Ｂくんは，「富士山より波が高いのが魅力的だ」とい

うことを伝える鑑賞文の下書きをしました。 

こんな実践   

相手を意識して，根拠を明確にしながら文章の構成や表現を工夫して書

くために文章を推敲する際の視点を共有したことで，子供が考えを支えて

いる理由や背景に目を向けていった実践です。 

本単元の構想（数字は時数） 

１：鑑賞文のイメージをつかむ。 

２：作品の具体的な特徴と自分が感じたこと

を付箋に書く。 

３：前時で書いた付箋を基に鑑賞文の構成メ

モを作る。 

４：構成メモから鑑賞文の下書きを書く。 

５：下書きを読み合い，推敲する。【本時】 

６：清書した鑑賞文を読み合い，根拠の明確

さや表現の工夫の良さを伝え合う。 
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【Ｂくんの鑑賞文（下書き）に対する，友だちの考え】 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 Ｂくんは，今の自分の表現のままでは，作品の魅力が友達に伝わりにく

いということを感じました。そして友達の「波が大きかったってことを表

そうとしているのかな」という言葉から，作品に込められた作者の意図に

思いをはせ，自分が感じた魅力が，作者によって意図されたものだったこ

とに気付き，魅力を伝えるまとめの一文を推敲していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

      ここがポイント 

・子供の声を基に推敲の観点を学級内で共有し話合い活動につなげ

ることで，自分の推敲の根拠を吟味し、新たな気付きにつなげる

機会を設けることが大切です。 

 

まとめ 

・相手や目的を明確にして文章を書き，友達の声をきっかけに，魅力を紹

介する作品に込められた作者の意図も踏まえて，文章を推敲していっ

た姿は，読み手の立場に立って，叙述の仕方などを確かめて文章を整え

るという資質・能力につながっていくと思われます。 

（推敲）「（魅力を伝えるまとめの一文）富士山をわざと奥にかいて，
波の高さをわかるようにしているのが魅力的だ。」 

（下書き）「（魅力を伝えるまとめの一文）この作品は，富士山より波
が高いのが魅力的だ。」  

富士山は遠くにあるから小さいだけだと思う。  

（葛飾北斎は）波が大きかったってことを表そ
うとしているのかな。  

あっ，そうか。富士山より波が高かった。波を高く描いている･･･。 

（振り返り） 自分では気付かなかったことを，友だちが出してくれ
て，魅力を一文で伝えるところにアドバイスをしてくれ
て，（鑑賞文が）前よりわかりやすくなったからよかった。 

富士山がなくなったらどうなの。 
（絵画に描かれている富士山を付箋で隠す）  

波を富士山よりも高くして，波の
高さを出しているのが魅力的？ 

わざと富士山を奥に描いてい
て，波を目立たせているのが魅
力的だ･･･。 
 

B くん 


